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う｡を快走し、全長17m～18mの大型

艇群が|､ツフ･グループを形成した。

41127日、スバヘトッフ･で入った

のはくフューチヤー・ショック>o

続いて、<NBLテクノベーター＞

（豪・全長16m)、そして、3番手に

くうイデリス＞（ニュージーランド・

全長18.65m)と大型艇が続いた。

l1本勢のエントリーが多いIOR

クラスて､､は、<BBCチャレンジ飛

梅＞（全長14.8m、才田忠利オーナ

ー）が、28日2時47分19秒にIOR

斉藤茂夫オーナー）が修正9位、

〈酒呑童子＞（全長13.14m、斉藤実

オーナー）が修正8位、〈キティ＞

(全長21.30m、山内広光オーナー）

力珊多正17位、〈セカンド・グランス＞

(全長11.50m、大野俊也オーナー）

が修正5位と、いずれも健闘した。

第2レグ（スパーク寒アム間）のス

タートは5月9日、この号がお手元

に届くころは全艇がレースの真最中

のことと思うが、そのレポートは次

号に詳報する。

クラスでは|､ツフ。フィニッシュし、

修IEで2位となった。

IORクラスの第1レク、の勝者は

くリベルテ・エクスフ。レス＞（全長

12.08m、川村安正オーナー)。

〈ラッキー・レディ〉（全長14.02

m、幸村至峻スキッパー）は修正4

位、<an>(全長12.10m、前田多

満枝スキッパー）は修正9位と、各

艇第1レグのILI1,足は好i淵だった。

一方、ノンIORボー|､のGHク

ラスで､は、〈オケラⅦ＞（全長15m、
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ニュージーランドから参加したGHクラスの大型艇

へ

第1レグオークランドースバ(フィジー）

4月22日
14：00スタート(現地時間）

5月3日
12：08最終艇フィニッシュ(現地時間）

|ORクラス

総合2位の<BBCチャレンジ飛毎＞

GHSクラス

順位 国籍艇名 修正時間

フィデlノス

ビクトリア

ブロビンシャルカウボーイ

フリードムウオン

セ カ ン ド グ ラ ン ス

ドミニア

ジュピター

酒呑童子

J T B オ ケ ラ － 7

アローサ

アカイホ（AKaiHO）

NBLテクノベーター

ノ ー ザ ン ク エ ス ト

シーサファリ

フューチャーショック

フランボワヤン

キテイ

サウダーデ

フリーサ

ヤンハーリング

クリステイ

ウルテイマチューレ

’
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１
－
１
１
１
１
１
１
２
２
２

ニュージーランド
､母＝一､I寺

一 ユ ー ン ー フ ノ ト

いずー、ロ合

ニュー間／－フ．／1，

もザー、Q●

一ユーンーフノr

神奈川
も⑭一、『銅

一ユーンーフノr

,寺一、pf

－圭一ン－フノr

東京

神奈川
､F一、Iザ

ー ユ ー ン ー フ ／ 卜

オーストラリア

オーストラリア

ノルウェー
､●一一､l因

一 ユ ー ン ー フ ノ ト

､串一､If

－ユーンーフノr

米国

大阪

米国
､ザー、、争

一ユーンーフ／r

オランダ

オーストラリア

スエーデン

２
４
１
５
０
７
９
５
１
８
３
２
３
８
４
５
７
１
０
０
３
６

５
２
１
１
２
５
４
３
３
２
４
０
５
５
４
１
０
４
３
１
５
１

２
６
４
７
９
３
９
５
０
７
７
１
２
５
４
９
５
０
４
４
０
０

２
１
２
２
３
１
４
３
５
２
３
１
３
４
５
５
５
５
０
４
０
３

３
７
９
９
９
０
２
３
３
４
７
８
２
３
３
９
１
４
９
８
９
３

２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
６
６
６
８
８
０

１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
２

順位 艇名 国 国 籍 修正時間

福岡

福岡
､ｳ－、『ザ

ーユーンーフ.／r

静岡
屯ゥ＝、I●

－ユーンーフノト

も③ー、ロ争

一ユーンーフノト

英国

オーストラリア

東京

ニュージーランド

オーストラlノア
､F一、『f

ニューンーフー／『、

リベルテエクスブレス

BBCチャレンジ飛梅

フ ラックシーフ

ラッキーレデイ

デイクテイター

ラッカテイヤー

バラクーダ

オ ー ス ト ラ リ ア ン メ イト

アン

フュージティブ

ボヘミアンチーフ

マギーメイ11

１
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０
１
２
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０
６
０
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２
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３
‐
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０
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１
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１
８

１
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５
０
１
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８
１
３
３
４
５
７
０
４
５
８
１

１
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
５

28,29,34,46,49番の5艇は，タイム|ノミット内にフイニツシユ出来なかった艇
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や迫熱したレースシーンカ随所に展開された
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第15ILIIオレンジカッフ・レースは、

5月3H～5日、H本の代表的リソゞ

一卜地淡路烏サントピアマリーナて､、

54艇が参加して開催された。主な参

加艇は、先に開催されたコルムフリ

ートシリーズ（関西ビック守ボー|､）

で活躍したくトーゴー>、〈スウィン

グ>、〈シティー・ボーイ＞、〈ウィ

ル>、〈ハート>、〈フィデリア＞を

中心として、西11本を代表するレー

サーが参加した。

第1、第2レースは強風のため、

大型艇有利の展開となった。第3レ

ースは早朝7時スタート（関東では

考えられない／）て聯、微風のスピン

スタートとなり、沼島廻航時点て､､、

タイムリミットにあと2～3時間と

いう頃から吹き出した強風に、21艇

がフィニッシュ。結果はくクロウ＞

が健闘し総合1位となった。第4レ

ースはくシティー・ボーイ＞着順、

総合とも1位となり、シリーズ総合

成績では、J24全米チャンフ･のマー

ク・ローラ、ニッポン・チャレンジ

の南波誠らの強力助人で挑戦した

くシエスタ>が昨年の雪辱を果たした。

（成績は22頁参照)。

総合優勝したくシエスタ〉の豪快な走り
写奉

、

乱舞
腰や

■
国
頭

魂
ご
”
齢
》
‐
左
跨
詳
》
説

１日

１
１

寺

第4レースで優勝したくクロウ＞
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第6回小笠原レース

－■■依笠>総合優勝■■■
撮影／関東支部広報委員会

今年で第6恒lを迎えた小笠原レー

スは，さる4月29日12:00,参加5

艇が小網代沖をスタートし，一路小

笠原へと向かった。

今年は,IORクラスが〈衣笠>,

<友架里>,<NACHIVII>,<あずさ〉

の4艇，クルーザークラスは<NEW

TOPCAT>1艇のみと，非常にさび

しい出場艇で､のレースとなったが，

全艇元気いつぱいにスタートして

いった。

スタート前，参加全艇が三崎マリ

ン前に集まり，少人数ならて､はの和

やかな艇長会議。その後，軽風下の

小網代沖をスタートしたレース艇群

だったが，まず<NACHIVII>,次い

でくあずさ>がトラブルのためリタイ

ヤ，結局，515マイルを走破したの

は3艇のみとなってしまった。

5月3日6時23分7秒，まず最初

に小笠原のフイニッシュラインをク

ロスしたのはく衣笠>・次いで､’7時

間後の5月3日13時13分25秒にく友

架里>が，5月3日21時49分23秒に

Ij:<NEWTOPCAT>がフイニツ

シュした。

修正順位はIORクラスでく衣笠〉

が総合優勝，クルーザークラスでは

<NEWTOPCAT>が無事完走し優

勝を手中に収めた。

Ｉ
Ｏ
Ｒ
ク
ラ
ス
総
合
優
勝
の
〈
衣
笠
〉

へ

ス
タ
ー
ト
直
後
の
〈
友
聖
里
〉
と
〈
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｈ
ｌ
Ⅷ
〉
（
手
前
）

｢|こ.：

一
一

一
三一 ‐三

一一一

|樋
＃ !』

スタート直後の<あずさ＞ Uクルーザークラス優勝のくNEWTOPCAT＞

蕊

一二ヶ
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ヨットレースにおける広告表示について 識
NORC広告問題特別委員会委員長石井正行

（|)最近の事例

過ll相模湾て､､行われたレースにおいて，あるヨット

が，特定企業の広告を表示したスピオ､一カーを使用した。

そのレースはカテゴリーB又はCの認定を受けたものてﾞ

はなく，カテゴリーAのレースで､あった。これは旧ルー

ルの26条，新ルールの付則の14,いずれにも違反してい

ることは明白て､､ある。

ところがレース関係者の一人は「このレースはNORC

の主催するレースて騨はない。練習である。従って広告表

示は違法で､はなぃ」と弁'ﾘIしているが，この"'lj想は，広

へ表示に関するルールを正しく理解しなければならない

日-卜のヨット界にとって非常に危険で､ある。

如11I1なるスポーツにも必ずルールがあり，競技参加荷

はそのルールを守る事を前提に参加している筈で､ある。

従って，主催者が誰で､あっても，レースの性格や目的が

練習で､あっても,I.Y.R.R.を使用している以上，その規

定に違反していい筈はない。特に26条や付Ⅱﾘ14は帆走指

示害によっても変更することの州,来ない規定て、ある

(I.YR.R.31)から，これは例外なく常に遵守すべき規

則て､､ある。

「練習」とはいうものの、このレースの事務局から送

られてくる封筒には「レース案|ﾉ､I在中」と'りl記してあ

り，参加申込書にも「トレーニング及びレースに参加III

込みを致します｡」と印刷されている。又，帆走指示害に

も．1通用規則(1.YRR.)2.練習及びレースのll

程，とあり，結果報告書の内容も，冒頭に「レース概

一」とある｡更に，ﾖｯﾄ雑誌にもﾚｰｽとして成績が

掲載されている。それて．もなお，「練習て鹸ある」と言い切

れるのだろうか。

また，例え練習て､あったとしても，ルールを無視して

いいということで､はない。練習ならなおさらルールを守

ることを訓練すべきて浄はなかろうか。

付則14の違反は，第IV章や第V章の違反と異なり，他

に及ぼす影響が大きい。もし，仮に「セールへの広告表

示は自由である」というような，誤った認識がヨットマ

ンの間に広まって行くと，ヨットは安易な広告媒体とな

り，広告のスラム化を促進することになる。そして「資

金援助さえ受けられればどんな広告て､も安易に受けてし

まう」という風潮が横行すれば，アマチュア・スポーツ

の尊厳は失われる。この様な傾向が一部の誤解によって

助長され，ルールに関する認識の甘さからヨット界が堕

落してゆくことに，耐えられないと感ずるヨットマンは

少なくない。

この様な事態が予想される情勢の-ドで､，その発端とも

言うべき，ルール無視の誤った認識を放置しておいてい

いはずがない。

参加艇がルールに違反した場合には，第IV章の違反に

対して罰則を課するのと同じ様に，付則14に対する連Ⅸ

についてもルールに基づいたペナルティーを課すべきてﾞ

ある。

付則14の1.10によれば「この種の違反を確認した場

合,フ･ロテス|､委員会は次のうちのいづれかの処置をと

らなければならない」ことになっている。しかもここて’

はShall(...ねばならない）と明記されている。つまり，

その様な処置をとることがプロテス|､委員会に義務付け

られているので、ある。

その処置というのは，

(a)違反したヨシ|、に対し，これ以上の違反について

は，規則70.2(レース委員会又はう。ロテスト委員会

の処置）が通用される旨を警告する。又は，

(b)そのヨットを失格とする。又は，

(c)ヨットがレース中てゞないときに違反が起こった場合

は，違反の直前のレース，或いは次のレースにおい

てそのヨットを失格とする。又は，

(d)この付則に対する重大な違反があったと判定した場

合には，1レース以上もしくは全シリーズを通じて

そのヨットを失格とする。

以上て甑お分かりの通り，違反の事実を確認していなが

らこれを容認すれば，今度はコミッティーがルールに違

反したことになる。

ところが，レースの関係者が，誤った認識をもってい

る場合には，違反を違反として摘発することができない。

この場合，ナショナル・オーソリテイーはそのレース関

係者に大して，誤った認識の是正を勧告し，参加艇が

ルールを正しく理解し確実に遵守する様，始動の強化を

要請する必要がある。その意味て．,｢NORCの主催て、はな

いから,NORCの指示は受けない」という議論は成り立

たない。

NORCが，外洋ヨットの分野において，ナショナル・

オーソリティーとしての機能を果たしていることは周知

の事実である。（舟艇登録，セール番号の発行，計測及び

計測証書の発行，安全検査，外洋レース規則の制定及び

改廃，レースの主催運営，等々）

以上の趣旨により,NORC広告問題特別委員会は，ナ

ショナル・オーソリテイーの立場で､，誤った解釈がこれ
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以上拡大しないよう警告する次第て､ある。

参加艇からの広告表示にi兇Iする洲い合わせに対･して

は，常に正しい解答を与える斗fがて、きるように，まず主

催者自身がルールを正しく理解していなければならない。

（広告表示にi乳lするルールの解釈は,Q&A形式て､､，

分かりやすく解脱して次号に禍城する予定で､す｡）

なお，参考までに19891YR.R.1､l-llll14の訳文を以下に

付記する。

(2)IYRR(|989～92)の大会の分類及び広告

1,1･lllll4-大会の分類及び広i'f

（1993年まで変更はない。しかしパーマオ､ン

卜・コミッテイーは，暫定的な変災をi認める

ことがある｡）

1．総則

1.lこの付llllが通肘されるのは，レース!|1,史には

レースの公示による特別な規定がない限')，レガッ

タ又はシリーズの第1レースlilIIの午I1117時から鍛

終レースの抗議締切り時刻まて、とする。

1.2大会は，この付則の2.3.及び4.に従って，

カテゴリーA,B,又はCに分類されるものとする。

レースの公示及びIII'L血指示答による特別な規定がな

い場合は，大会はカテゴリーAに分類されるものと

する。

1.3レースの公示及び帆走折示耆は，どのカテゴリー

の大会に対しても，そのカテゴリー本米の雄準より

も厳しい制限を規定することがで､きる。

1.41.Y.R.U.，ナショナル・オーソリテイー,0R､C･は

艇種別協会は，その管轄|､.の大会を，カテゴリー別

に認可する規定，並びに{|古I々の広告を認める規定を

制定することができる。この場合，費用を徴収して

もよい。

15広告する製品は，道徳的倫理的基準に従ったもの

でなくてはならない。

I6ワールド及びコンチオ､ンダル大会においては，ク

ラス・ルールによる特別な規定がない限り，何人も

競技者に対して，ヨット，衣類，又は装備に広告を

表示することを要求したり，強制したりしてはなら

ない。

1.7ヨットに影響を及ぼす行政上の要求は，この付則

と矛盾しない範囲内において，この付則に優先する

ものとする。

IO

1.8次の広告は，′粥に認められる。

(a)セイルメーカのマーク（セイル生地メーカーの名

称又はマーク及びセイルのパターン又はモデルの表

示を含む）は，セイルのフシ|､の長さの15%,Xは

30()mmのいづれか大きい方の範川を超えない位祇に

付けなければならない。この300mmの制限は，スピ

オ､一カーにつけるマークの位設には適用されない。

(b)造船所のマーク（設計者の氏名又はマークを含

む）は，艇体に1個をつけることがで､きる。スパー

及び艤装には，それぞれメーカーのマークlll1$|を付

けることがて､きる。

(c)これらのマーク（又はフ･レート）は,150mm×150

mmの正方形に収めなければならない。

((1)乗員が身にｲ､1･ける衣類及び装術には．それぞれ

メーカのマークlllMを付けることがて・きる。111.しへ

のマークは100mm×100mmのllﾐﾉﾉ･形に収めなければな

らない。

(e)ヨットのタイプ。は．艇体の各舷に一度表示するこ

とがて、きる。仙し炎示の商さはヨットの全催の1％

以|ﾉ1，挺さはヨットの全量の5％以内とするが，高

さ100mm及び踵さ700mmを超えてはならない。

(f)セールポードのタイプ。は，艇体上2ケ所に表示す

ることがてゞきる。表示の高さは200mmを超えてはな

らない。

1.9スポンサーのついた大会のぎi催者は，ナショナル

・オーソリティー,O.R.C及び(Xは）艇種別協会の

それぞれ関係先から認可を得た後，次の制限の範|川|ﾉ､｣

てゞ，当該スポンサーの広告を各ヨット及びセールポー

ドに表示することを許可し，又は要求することがて．き

る｡

(a)ヨットの場合：旗の掲揚，及び（又は）模様又へ
ステッカーの艇体貼付は，いづれも45cm×6()cmより＝

大きくてはならない。

(b)セールポードの場合:2個以内のステッカーの表

示は．セイルの片面に1個とし，いづれも,1辺の

長さが80cm以内て'，面積2,500cm3の矩形に収めなけ

ればならない。レースの公示には，セイルの片面だ

けを使用する力，，或いは両面を使用する事とするか

を明記しておかなければならない。両面を使用する

場合には，ステッカーは背!|'合わせに付けなければ

ならない。ステッカーはウイッシュポーンより上に

付けるものとするが，少なくともその一部はセイル

の下半分に掛かっていなければならない。

(c)この許可又は要求は，レースの公示に規定しなけ

ればならない。

1.10プロテスト委員会が，事実認定の後，ヨット又は
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(b)他のセイルには，同時に1つの広告をセイルの両

面に掲げることがて’きる。この場合，賦告はセイル

のラフとリーチ各々の中間点を結んだ仮想線の下に

1､l-けなくてはならない。その'幅はセイルのプットの

良さの％以一ﾄﾞとし，尚さはその幅の％以下とする。

(c)すべてのセイル上の広告は，セイル番号と分離し

てその下に付けなければ成らない。

その乗負がこの付則に違反した事を確認した場合に

は，規則74.4（罰!!ll及び免除）は適川されず，う。ロテ

スト委員会は。次のいづれかの処置をとらなければな

らない。

(a)違反したヨットに対し，これ以｜差の違反について

は，規11l｣70.2(レース委員会又はう。ロテスト委員会

の処置）が通用される旨を警告する。又は，

(b)そのヨットを失格とする。又は，

(c)ヨシI､がレース1|!で､ないときに連』又が起こった場

合は‘速反の直前のレース，或いは次のレースにお

いてそのヨットを失格とする。又は，

(d)この付則に対する重大な違反があったと判定した

場合には，1レース以_tもしくは全シリーズを通じ

てそのヨットを失格とする。

3.4スパーこの広告

(a)メイン・マストの％を使用することがて､きる。

(b)メイン・ブームの％を使川することがて．きる。

(c)マスト又はブーム上の広告は,1つの団体の名

称，又はロゴに限られる。

3．5セールポード上の広告

(a)ウィッシュポーンの上のセールの上半分には，

セールポード制作料‐のロゴのみを掲げることがて，き

る。

(b)セールのタック部分の両miには，セールポード制

作料｡又はセールメーカのロゴを掲げることがて､きる。

(c)ウイッシュポーンの上のセールの…ﾄﾞ半分には，

セールメーカーのロゴのみを掲げることがで､きる。

(d)ウィッシュポーンの下は，競技者の自由な広告用

のスペースとする。いかなる広告も4,000cm2の艇方

形の中に収めなければならない。

（
２ カテゴリーA

1.8及び1.9により認められる場合を除き，カテゴ

リーAの大会に参加するヨットは．その艇体，ス

パー，セイル，及び艤装に座告を表示してはならな

い。また乗艇中のクルーが着用する衣類や装備にも

広告を表示してはならない。

カテゴリーB

l.8及び1.9により認められた広i!Tに加えて，カラー

ゴリーBの大会に参加するヨットは，3．1～3.4に従

い，またセールポードの場合は3.5に従って広告を

表示することがて、きる。

３

3.6衣類及び{lKl人的装備上の広告

ヨット又はセールポードに掲げられた特定団体の広

告に加えて，さらに1つ又は2つの団体の広告を，乗

員の着用する衣類及び装備に表示することがで､きる。

3．1ヨットの広告一総ﾛ|j

(a)ヨシ|､は,111時に2つを超えるl､j1体の広告を表示

してはならない。

~(b)それぞれの広告は，次のうちの1つ又は2つから
なるものとする。

①団体の名称

②ブランド(商標)又は製I猯名

③ロゴ（略称）

4．カテゴリーC

カテゴリーCの大会に参加す~るヨットは,1.8及び

1．9により認められた広告に加えて，特別な広杵規定

に従って広告を表示することがて叡きる。

その規定は，

(a)ナショナル・オーソリティーが，その管轄下の大

会に対して規定し又は承認したもので､なくてはなら

ない。

(b)I.Y.RUの承認を受けた6のて､なくてはならない。

(c)レースの公示及び帆走指示書に記載されたものてﾞ

なくてはならない。

3.2艇体上の広告

(a)艇体の全長の前部25%はデッキを含めて化l々の広

告を表示してはならない。この場所は,I.Y.RU.,ナ

ショナル．オーソリティー,0.R.C.又は艇種別協会

の要求のために空けておかなければならない。

(b)艇体の全長の残り75%の50%は個々の広告に使用

することができる。 参考まて’に26条を1､l記する。

I.Y.R.R.26大会の分類，広告

ヨット及びそのクルーは，付則'4．（大会の分類及び

広告）に従ってレースを行わなければならない。

3.3セイル上の広告

(a)スピオ､一カー上の広告は3.3(c)の規定以外に制限

はない。
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小網代湾口に灯浮標が完成 法制委員会

練習時にもこの灯浮標を積極的に活用され，安全航行と

l帆走技術の向上に役立てて頂きたいと思います。

:'1委員会て､は，述輸省のNORC担当セクションであ

る運輸政策局海洋・海事課と定例のミーテイングを持ち

意見交換を図っております。その場て’もとり上げられた

外洋ヨシ|､の乗員資格の拡大適川(IORマキシ艇まで

小型船舶免許て、運航てゞきるよう）及び大型ヨット技術基

準の娃正(ORC唆全規定との整合）については、現在

当該局に陳情書の提Ⅱ‘Iを済ませております。

これらについても，年内には1111らかの指針が得られる

ものと期待しております。

1｢政府に対する法令関係整備の接衡は非常に時間が掛

かるのが幣て､､すが，外洋ヨット界の抱える諸|H1題の改一

を，一歩一歩図っていきたいと｣Ifj,っておりますので､，悟

様のご支援をお願い申し上げます。

NORC本部及び関東支部レースのフランチャイズと

もいうべき小網代湾IIに,3H24R海上保安庁により待

望の灯浮標が設置各れました。

この灯浮標は，かねてより当委員会が!|!心となり，関

係省庁に対し，江の島，葉山沖を含め3ケ所に設置を要

望してきたもので，ヨットを含む小型船舶の航行安令を

図る目的から，まず小網代沖の1基が設侭されたもので

す。

また，この灯浮標ば，7i原会長が連輸大臣在任II1の昨

年春に問題提起され話題となった，夜illiや荒天時の航1j･

に危険な定置網の位置確認にも大変役立つことは言うま

て畿もありません。

なお，海-k保安庁では，今後ユーザーの声を聞きなが

ら，好評であれば関束だけて､なく全国て’・小型船舶lⅡ灯

浮標の設置を．順次図っていく意向と|卦lいております。

関東支部の皆様には，レースの時だけでなく、普段の

●灯浮標の概要●

名称網代埼沖灯浮標

位慨N35-10-OOE139-36-00

（詣磯端灯台のNNW約1_9km)

塗色・描造赤色球形頭標l｜旧|付，赤色縦じま嫉榊形

灯質等明略''1光明2秒暗2秒

光度270カンデラ

光遠距離9海11．

商き水面|:4.5mレーダ､一反射器付

*ii'i灯など異状発兄の場合は，城ケ島航路標識If務所

(1bl.0468-81-2330)へご連絡卜．さい。

マ

小
網
代
湾
口
に
設
置
さ
れ
た
灯
浮
標

琴

雛 榊一

1．

｜
’

'Iﾛ叩hⅡqqﾛﾄﾛlphIDDIIIMILh■4,ⅡlqhIl,ﾛﾛ4plIhpp1ﾛﾛﾛBHDﾛﾛｲﾛﾛqphⅡqdD1pqphIqIpDIhDIDp.qIDpDhIp,#ﾛﾛ叩LⅡqdP'ﾛ'ﾛﾛI1Ipl1h■I6hbIIfpDIⅡ｡.D4ⅡIphIQ,ﾛﾛ'ﾛﾄHbppq1D叩hIqdhlplpⅡI卜IﾛﾛﾛDqI1DIhLplqⅡIhDdⅡhpDIhﾛ,.ⅡhqpDⅡeqpDpDqIIｩIﾛﾛﾄp4IhqpdppephIｩdDIﾛｬhⅡIｩIhhq

へ
実行委員長

第6回三浦～伊東相模湾横断ヨツトレースのお知らせ 別部尚司F-

油壺ヨツトクラブ，伊東市ヨット2．コース：第1レグ／汕壷～伊東テイ費は1人3,500円。その他，

協会が主催して，恒例 の「三浦～伊32マイル。レーシングフラッグ1,000I'I)

東」相模湾ヨットレースが今年も開第2レグ／伊來～油壺327．申し込み，問い合わせ先：油壺

催されます。マイル。ヨットクラブ，三浦～伊東相模湾

下記の実施要項をごI覧のうえ，3．ハンデイキヤッフ。:NORCクヨツトレース事務局（〒238-02

奮ってご参加ﾄﾞさるよ.うお願い致しルーザーレーテインクゞを参考に，三浦市三|崎町小網代1003-6三崎マ

ます。 当 レ ー ス委員会で決定する。リン内）または，伊東市ヨット協

4参加資格:NORCクルーザー会堀崎龍夫（〒414伊東市竹の

記レーテイングを取得している艇，台5-22，伊東接骨院内IblO557-37-

l.日時:6113日（土)09:00第または申し込み中の艇て’，船検合6780)。詳細は別部尚司(TblO474-

lレグのスタート。タイ格，海技免状を所有し，当レース74-1180,FAXO474-74-1950)

ムリミット16:30。委員会が参加を認めたもの。まで。

6)14H(I1)08:30第5.募集艇数:60隻。8.締切:5)128U(ただし,60隻

2レグのスタート。タイ6．参加費H1:9,000円（ただし．1に成り次第締切とします）

ムリミット16:00。レグの場合には5,000円，パー
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｢NORCクルーザーレーティング｣と
スカンデイキャップMARKII
NORC技術委員会委員長渡辺修治

NORCは,1986年のシーズンから．SCANDICAP

ルールをスカンデイナビア・ヨット協会の了解を得て，

NORC向きに簡易化し,｢NORCクルーザーレーテ

インクゃ」と名付けて使い始めた。

その狙いは，最近，年毎に激しくなってきたIOR艇

の設計競争と，短距離のレースマシン化について行けな

くなったNORCプレートの大部分を占めているヨット

や,IOR以前の古いヨットを，各地のフリート，クラ

ブのヨットマンが自分達の手で計測し，レーティングを

計算して手作りのフリートレース，クラブレースを盛ん

へすることて､､あった。

従って，本ルールは各地のフリート，クラブの自主的

運'溝に任されることになった。

後に述べるように,1973年に発効したSCANDICAP

ルールは，ミ'1時活躍していたヨットを対象としてつくら

れたものて､､，新しいデザインのヨットのことは考慮して

いない。

しかし,｢NORCクルーザーレーティング」が発打・

されると，軽排水量，高性能のIOR艇も計測をうけて

「クルーザーレーテイング」て､古いヨットと一緒に走る

ようになった。

本家のスカンデイナヒﾟアてゞも,70年の後半になると．

新しいデザイン，敢新の工業材料を使った新艇が続々と

SCANDICAPレーテイングを取得するようになって公

平なレース運営が困難になった。

スカンデイナヒﾟア・ヨシ|､協会のSCANDICAP委員

一は,1981年からルール全体を見直し，改正作業に取り

住卜かって,1984年には,SCANDICAPMARKIIが生ま

れた。新ルールは，排水量，セール面積．長さによる修

正が加味され，デザインの新旧，排水量の軽重のバラン

スがほどよくレーテイングにあらわされている。

「NORCクルーザーレーテインク醤」も，当然，

SCANDICAPMARKIIに倣うべきで､あったが，支障と

なったのは排水量の実測て､あった。

新ルールの修正項には，ヨットの速力ファクタ－て､あ

る，長さ／排水量比，セイル面積／排水量比が含まれて

いて，排水量が重要な役割を担っている。

スカンディナビアて､は，新ルールの運用は，シリーズ

生産されたヨットのスタンタ響－ド・レーティングを中心

にしてやっているらしく，ルールブックのAppendixに

は625艇種のシリーズ生産艇のスタンタ翻－ド排水量をふ

くむスタンタ守－卜計測のデータが載っている。

NORCの場合，スタンタ､－ド化がスカンディナビア

ほど進んて傘いないのて．，個々のヨットを対象にするやり

方が主体になる。幸い，新ルールて､､は排水量の求め方を

カテゴリーで分けて，ケース別にオフ。ションを認めてい

る。

例えば,IORの有効なレーティンク蕪を持っている艇

は,IORのDSPLを使って，

D(排水量)=105*(DSPL)とする。

重量実測が不可能，または附難な場合は，ナショナル

オーソリティが妥当と認める計測法，または計算によっ

て排水量Dを決めることがで､きる。

この場合，例えば，ラインズ・う。ランがあれば，フ

リーポードを計測したIxて､､う｡ラニメーターを『Iして排水

量を求めるとか，設計者，造船所の信頼できる報告害

に，オーナーの宣誓，署名したものを繩める等のやり方

が考えられる。

1989年8115日から行われる「'8911本海国際ヨット

レース」の参加艇は，

ｸﾗｽA:ﾚｰｼﾝダ･ｸﾗｽ

IORMARKIIIA

クラスB:クルージング・クラス

SCANDICAPMARKII

クラスC:オーフ。ンクラス

ハンディキャップ･ルール未定

となっている。

NORCとしては，この|玉l際レースから,SCANDIC-

APMARKIIを使い始めることになるが,｢NORCク

ルーザーレーテイング」にくらべると，ハル計測は排水

量を除いて殆ど同じで､，セイルの計測がやや本格的にな

るが，測るのは，メイン，最大のラフ,LPのジブ，ス

ピオ､一カーと，3～4枚だけである。

SCANDICAPMARKIIは冒頭で､，ルールの正確を次

のように述べている。

1）目標，狙い(Goal)

a)本ルールの目的は，大きさ，タイプ。の様々に異な

るヨット(NORCの場合は，外洋ヨット）にタイム・

オン・デイスタンスによるハンデイキヤッフ。を与えるこ

とである。

b)ヨットの計測は浮いている状態て､､行う。（排水量

は別）

計測は単純で､，エラーは少なく，費用は安い。

レーティングの計算は，その場でポケット計算機でで、

きる。
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癖ぞ1､再輝t＊

通信委員会報告

新しい海岸 局が

誕生しました
通信委員会委員長鈴木康之

「
西
日
目
＃

約10数年の間使用してきた三崎ヨット海岸局がこの程

新装なり．国際VHFの許可と共に施設の増強を計りア

ンテナ群も性能アップ。となりました。

三崎海岸局は4月61_|地鎮祭が行われ即日工事着工てﾞ

4月19日完成，翌20u電監検査合格となりました。地元

の林氏所有地を借用し，約9.5m2プレハブ局舎と15mの

鉄塔と回転式アンテナが主な施設で､す。場所は油壷湾奥

南側屋根上のアンテナは油壺湾に入ると視認出来ます。

これと前後して福岡玄海支部にも短波，国際VHFの

海岸局が小戸ヨットハーバークラブハウス内に新設され

ました。

これらはヨットの運航に有効利用され，長距離には短

波，中短波を，短距離には|玉I際VHFが多く利用出来る

こととなります。

既に三崎局は小笠原，八丈レースに利用され，｜#多局

はニュージーランド～博多レースに利用されています。

相互に補助的な役割を果たすことがII｣!来ると共に，今後

は太平洋地域ではニュージーランド，オーストラリア，

ハワイ等のう。レジャーポート用海岸局と連携でサポート

することになります。又，国内においても各地て海岸局

の計画があり，三崎のVHFはジャパンカッフ。レースの

運営や相模湾や伊豆諸島近辺のヨシ|、との連絡に役立っ

事になり，益々有効に利用されることて､しよう。

ﾃﾚﾌｫﾝｻービス0468-81-0005

運用時間週末，祭日の昼間週末，祭Hの昼間

（暫定）レース期間中レース期|州｢'1

運川者本部，関東支部玄海支部

通信委員会辿信委員

設備

国際VHF71ch20W71ch25W

無指向ｽﾘｰｶﾞﾝﾃﾅ無指向ﾎｲｯｶﾝﾃﾅ

短波!|!短波2150KHz2150KHz50w

2 1 8 2 K H z 2 1 8 2 K H z 5 0 w

4143．6KHz4143.6KHz150W

8291.1KHz8291．lKHzl50w

12429.2KHz12429.2KHzl50w

16587.1KHz16587.1K比150w

22124.0KHz22124.1KHzl50w

へ第一装置50w

第二装置150w

回転式ロクパリｱﾝﾃﾅ垂直型アンテナ

垂直型アンテナ双扇型アンテナ

受信設備短波受信機2台RG51A型受信機

垂直型受信用ｱﾝ汁2本逆L型アンテナ

その他1989/4/201989/4/3開局

短波の周波数は1991/7/10900より全世界変更にな

ります。

三崎海岸局

三崎ヨット

三浦市油壺

35．09'16''N

139．37′20'′E

三浦市三崎町

小網代1006

0468-82-5556

福岡海岸局

博多ヨット

福岡市立ﾖｯﾄﾊー パー

33｡35'14'′N

130｡18'53'′E

福岡市西区小戸

3-58-1

092-881-6207

’ ’VHFについて呼出名称

場所

この度，当協会の海岸局に対して念願の国際VHFが

許可になりましたのて綱，この機会にVHFについて説明

致します

VHFとは

VHFとは単に無線の周波数表示のことで､，これには

住 所

電 話



30MHz(メガヘルツ）から300MHzまて､の周波数をいい

ます。一般のFM放送やテレビ放送もVHFを使用して

おります。その電波の性質は短波（通常HFと表現）よ

りも直線的に電波が飛んて､､行きますので､，地上で､は短距

離の見透L間で使用，上空では航空通信や宇宙通信にも

利Ⅲされています。帯域が短波に比べ広い為FMと云う

ハ賢質の良い方式が使用出来ますが，この方式は混信に弱

いのも特徴て､，使用に当たっては注意が必要となります。

国際VHF帯とは

VHFの中て繊国際的には航空用と船舶川のVHF帯が

jJI),これらは各々国際的に共迪の周波数を使用して他

’'1て、も胴'一の設備で運用が出来るように陸l際的に統一を

Ⅸ|っております。但し船舶と航空機とは違う周波数を定

めていますが,NORC(ORC)が定めているいるE

=IRB(Bタイプ｡）は航空用のl制波数を使用しており

ふす。現在船舶用|玉ll"VHFには前部で88chあり各チャ

ンオ､ルは脚際的に川途が決められています。

現在ヨットに許可になっているchは次の通l)です。

6ch船舶相][間の通信用

8ch船舶相互間の通信用

12ch港務通信を行う海岸局とヨシ|､|IIIの通信用

14ch港務通信を行う海岸局とヨット間の通信用

16ch呼び出し及び遭難，緊急，安全迦信用

23chNTT電話回線通信用

24chNTT電話回線通信用

25chNTT電話回線通信用

26chNTT電話回線呼び出し用

27chNTT電話回線地信用

28chNTT電話回線通信用

68ch国|際航海及びI到際レースに参加するヨット用

71chNORC海岸局とヨット間の呼び出し及び通

へ 信

72chlfl際レースに参加するヨット用。ORC推奨

以上のチヤンオ､ルがNORC会員艇には最大25Wまて、

が許可になります。

NORC海岸局の割当

71ch三崎ヨット海岸局(4月2011開局済み)20W

博多ヨット海岸局（4月3p開局済み)25W

残念ながらフェリーボートと共用の為，混信には要注

意。通話距離は海岸局を｢|!心に約40Mがサーヒ守スエリア

で､す。

ヨット用の機材について

現在NORC事務局で､25WGRE社製の無線機とサガ

電子製のアンテナを実費で頒布しおります。（担当小111)

GRE25W国際VHF無線機75,000円

GRE5Wハンデイ無線機72,000円

サガ電子VHFアンテナ6,500円

上記の5Wのハンディ機は単独で､は免許が取れません。
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必要な場合は25W機と併説て､申請がIII,来ますが，不要の

場合はもちろん25W機のみて構いません。

工事についてはアマチュア無線をやっている人や多少

の知識のある方は自身で工事も出来ます。現に仙台の方

は自分で工事から申請をして取得しました。簡単な方法

は近くの工事店に依頼して工事と申請をも任せるのがよ

い方法です。関東地域て､､は三浦市の三崎電気が扱ってお

ります。この場合工事費（約5,0001]1/h)と申請手数料

が別途必要になります。しかし，調整箇所が有りません

のて他の無線機に比べると安価て騨す。又一般に市販して

いる機材を使用しても何等差し支えありません。但し，

認定機種であることと使用する電源電圧に注意してﾄﾞさ

い。ヨットのバッテリーは殆どが12Vになっています。

外国等で購入したものて瀞は例え日本性であってもそのま

まて聯は許可になりません。外国製て騏も許可をとる事は可

能て､､すが，費用と時間が掛かる為，返って不経済て銀お勧

め出来ません。

ヨット用VHFの申請について

ヨット用といえども国際的に通用する無線局で､すから

各地方の電気通信監理局に申請をし許可を得なければ成

りません。lII情は工事店に代行して貰うのが一番簡単な

方法ですが．経費を街〈為，自身が行うことも出来ます。

自分で申請をする方法は事務局に手リ|書を用意しました

ので，そちらを参考にして下さい。但し,NORCの会

員艇て､､あることが必要で会友艇で､は許可されません。免

許を取得する為にはNORCの発行する加入証明害が必

要な為です。

オペレータの資格については

国内のみて､使用する場合は特殊無線技士甲

外l到でも使用する場合は特殊無線技士国|漂級

が必要で，何れも国家試験て､､すが試験内容が易しくなり

ましたのて特別な無線知識が無くとも取得できますし，

委員会て叡は年2回の講習会を開いて手助けをしておりま

す。

NTT電話接続サービスについて

NTTの電話への接続が上記のchを使用して出米ま

すが関東地域て、は南は大島，下田付近まて．と，関西地域

は神戸を中心として約40Mのエリアを対照にサービスを

行っています。使用に当たっては予めNTTとの契約が

必要で，申し込みには所定の用紙に記入の上．無線局の

免許申請前にNTTと契約をしますが契約料金は不要

て康，通話料金のみが経費とまります。所属マリーナが上

記の神戸，横浜以外の地域て’も契約は出来ます。陸上と

の電話接続は自動ダイヤル方式とは遠い船舶用交換台を

呼び出して手動で接続されます。コレクトコール，国際

通信も可能て､すが公衆電話は陸上からのコレクトコール

以外使用出来ません。

陸上の一般加入電話からのヨットへの呼び出し申し込
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みは

｜兇1束地域045-201-2951横浜電話

関西地域078-371-2951神戸電話

但し，陸上からの呼び出しを受けるヨットは_I二記26chを

受信していなければ接続出来ません。ヨットからのI:|Iし

込みは26chて､横浜，神戸電話を呼び州して指示された

chて､､j血信をします。陸上の電話は送話信，受話が同時に

出来ますが，船IⅢ電話は無線機を使用しますのて送信

受信を交互に繰り返し通信を行い送受同時通話は出来ま

せん。

その他のVHF(UHF)無線機

NORC以外の団体で､は小型船安全協会の400MHz,

一般フ･レジャーポート用の40MHz,コミニティホーンマ

リオ､シ|､フォーン，自動船舶電話等があります。もちろ

んヨットも任意に加入出来ます。それぞれ特徴があり，

オペレータの資格が不要のものもありますが，一般的に

は資格の不要なものはコストが高くなります。何れも国

際VHF以外はI1本国|ﾉ1独自のものて､､，国際的には通川

しません。

国際VHFの使用方法

全ての通常船舶は16chを常時受信をしており,16chで

呼び,'l'1し又は応答した後，通信チヤンオ､ルに変更してj血

信を行い，通信終了後は16chに戻して受信状態にして置

くのが通例て醗す。

ヨット用海岸局は16chを使用せず直接71chて叡呼び出

し、j血信を行いますのて⑲，ヨット側は工夫が必要で､す。

又屯話呼び出しが有りそうなヨットは26chも受信し

なければならず，更に一般の船舶や海岸局との呼び出し

応答は16chて､すのて．，場合によってはこれも受信しなけ

ればなりません。3台の受信機を持っていれば問題は無

いのて畿すが，それも不可能で､しよう。よって次の様な要

領て､受信を状態にしておくのがよいで､しよう。

受信chは16ch一般応答，呼び出し用

26ch電話用呼び出し応答用

71chNORC海岸局の呼び出し応答通信

以上の3chの受信で特%'1指定がある場合を除き，次の

様に使い分けることを提案します。（暫定）

NORC海岸局から20M以内で､は71chとする。

それ以外で､は16chとする。

GRE社のものはプライオリティ機能て､自動的2ch

を切り替えて受信出来るので16chと71chをセットする。

電話接続の出来るエリアで電話の掛かる可能性がある時

は26chを適時受信することとする。

国際VHFの今後

この国際VHFは一般本船，大型漁船は殆ど搭載して

いますし，特にアメリカの領海に入る場合は全ての船舶

は義務付けられています。現在欧米のレースではスター

ト時のリコールの通報や局地天気予報のサービス等も

16

行っております。三崎ヨットの場合は整備が済み次第，

週末祭日の昼間，及びレース期間!|!を通信サービス時間

とする予定です。加入艇が増加した場合は専従オペレー

タを置き毎日のサービスも可能で､すが，現状の予算では

週末を中心とすることが妥当てゞしよう。それ以外の時|H1

て曝は,NTTのサービスエリアて､､は電話接続を利用して

下さい。

今後，予算が許せば各支部単位，フリート単位て､小型

の海岸局を設置し，ヨット陸上間の連絡，レース運営連

絡や港の出入りの連絡等に便利に使用で､きます。又，作

業船に設置すればコミッティポー|、として陸上のコミッ

ティとの連絡が楽になります。

無線アレルギーを持つ人が多いようで､すが，線の無い

（無線）連絡方法は大変便利なシステムて､､すが，使川す

る側も手軽に使用するようでなければ意味が有りませ～

機材の価格にしても，現在のNORCの頒布価格は比111入

的廉価（アマ無線機材と同程度）になり，今後需要が増

えれば益々廉価になっていくてゞしよう。

既存VHF設備に71chを増設する場合

既にVHFを装置し，今度NORC用の71chを増設す

る艇で､NORC配布の機材を使用している場合は何等手

を加える必要がありません。しかし申請と検査は必要で

す。その場合EPIRBをも申請をすると手間が省けま

す。工事店手数料を除き法定変更手数料金次の通りて､､す。

変更基本料金9600円

71ch追加分5300円

EPIRB追加37001JI合計18,6001-Il

但し,EPIRBの機材費が別途60,000円掛かります。

EPIRBについては現在事務局で､配布しております

が，一般市販11,凸は多少安く手に入るようですが（350

＄），正規に免許をとる場合は測定が必要な為返って手

数料が高くなります。以上，不明な点は事務局又はj血イー

委員まて、。

緊急連絡（口ラン局の変更について）通信委員会

一般に公表されて居りませんて淨したが‘この程調査の

結果，昭和62年7月1711よりロランCの11本チェーン

(9970)のZ局がヤッフ。島からク奪アム島へ移転しました。

これに伴い，使用中のロランCの機材によってはデータ

の修正等を行う必要があります。但し，昨年新品で購入

したものについては対策がされておりますが，それ以前

に購入された機材については，購入店又は製造会社に至

急連絡の上，改造及び調整をして下さい。日本の沿岸で

使用する場合は誤差は少ないですが，南へ行くほど誤差

を生じます。詳細は各メーカーに問い合わせて下さい。
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頒 布物品
THEoFFIcIALVTR

難繊鰯議議篝議獺ナ鶏蕊謹綴＃、嘱婿鍵蕊議熱;議騨蕊溌霧蕊蕊灘'鱗溌篝謹撫錨#簿謹蕊議

州 剛〃 卿 S

制作:(M)ll本外洋帆走協会

定価:5000円（送料500円）

ご希望の方は電話かハガキでお申し

込み下さい。VHSまたはベーター

どちらかご指定下さい。代金は下記

へお振り込みお願いします。

~し込み先

〒106港区西麻布2-23-7田村方
と－J－〕

電話(406)8219道津千恵子

振り込み先

住友銀行麻布支店普通預金

1_1座番号114627ドウツチエコ

幽勤
鷺

．
一

,唾

ルール関係頒布本リスト

③レベルレース規定(グリーンプｯｸ）②ORC特別規定①IOR

(RULESFORTHEWORLD

CHAMPIONSHIPSOFTHE

LEVELRATINGCLASSES)

レベルレース(lton,3/4ton,1/2

ton,1/4ton,1/8ton)に関するル

ール。各クラスの艇の設備・乗員

数．レーティングリミット等やレ

ースの条件が記載。

（英文＝1,000円：発行ORC)

(INTERNATIONALOFFSHORE

RULE)

IOR計測のルール。レーティング

算出のための計測点の規定や計算

式が記載。

､1989年用(1985年版て､､1988年11月
までの改正を含む)(英文=2,500

円：発行ORC)

① ②

(SPECIALREGULATIONS

GOVERNINGOFFSHORE

RACING)

ORCによる安全に関するルール。

レース種別ごとの必要な安全備品

や構造上の規定が記載。

(英文=1,000円：発行ORC)

③
’二－．着、‘瞥一職鵜霧鐵

OFFSHORERACINGCOUNClL

Ｌ
三
Ａｕ

三

一
一
》
一
》

‐
一
一
Ｉ 鋤

鋤'1,吋『14)唾RﾍEI問GにQUK,【

酬回u…か尿5rb9ー

四…､哩蝿

F“ﾖ

甜こへ回一凹面ﾛ品H“

L侭rL田A1〆b迅回月粥“

T一一一一~可ニー テ ー ー ー ー ー ー ー ー ヨ

.&-－里'』ﾊｲa軸1W闇.｡~霧菅･~．副‘‘‘三薑謹臘蝋職‘

国際VHF無線機頒布について

●MR-1001携帯型国際VHF無線機

,'l'!力:4W/1W切り替式，電源：

11V,重敬:0.6kg,価格:74,200

1-'l(附属J1III含む）

●MR-2001固定式国際VHF無線機

出ﾉJ:24W/1W切り替式，電源：

12.5V,重誠:2.2kg,価格:77,300

1I1(附属占/1含む）

●国際VHF帯用アンテナ

メーカー:サガ電子工業重量：180

kg,イⅢ格:6,700111。

＊ご希望の方はNORC本部事務局まても

享ゞ‘糺

鋤，
＝

‐三＝
M A p K h l I q 句 早 回 再
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フリート紹介

■0、

関東支部

P

iaI

烏、1

窪1

国
､

K，＊】

号押

■&

鈴嘱
瞬鯰

崖
ニ
ヨ
■

■

猛

.b

"iL=

I

唖 毛
弓■B＝

JR横須賀線逗子駅から（別に京

浜急行新逗子駅からで､も．『|家用車

で来てもかまわないのて､すが）海岸

廻り葉山行というバスで､「鐙摺」てﾞ

下車すると目の前に「ll本ヨット発

祥の地」と云う看板が目に入ってき

ます。

「1111時，誰が，どんな歴史的事実を

もって，ここをH本のヨットの発祥

の地と決めたんだ！」なんて固いこ

とはいいっこなし，諸兄に御不満が

あろうとなかろうと，決めてしまえ

ばこっちのもの。

マンジュウ屋だって，元祖の名乗

りは早くあげた方が勝ち。あとの方

は本家と力'，開祖をお名乗り下さい

と云わんばかり。これは観光協会の

仕業だと思うのですが．｡….（気にさ

わったらお許しあれ｡）

きて，ご承知の方もあると思いま

すが．関東支部葉ulフリートはふた

つのハーバーに分かれております。

一つは私も艇を置いている鐙摺港。

もう一つは商業マリーナの元祖とも

いえる葉lllマリーナて禰す。(I_l本マ

リーナ発祥の地という看板はありま

せん。念のため｡）

鐙摺とは「アブズリ」とも「アブ

#｜
".J1畢

蕊
ｆ

日

ー

｢日本ヨット発祥の地」の看板が立つ
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ズル」とも呼ばれています。地元の

人て､も混用していますから，どちら

て．も一li'lにさしつかえありません。

この地名の由来は「昔々源頼朝がこ

の地を訪れた時に，道が細くけわし

<,,!Iｳのアブミをlll腹に柄ったとこ

ろからつけられた」といわれます。

しかし，近頃は「柴山マリーナ」の

フランス料理，「'1影茶屋」の日本

料理，「チャヤ」のケーキ，マレー・

ド・チャヤのこれまたフランス料理

など，ヨットにあまり関係のない

ギャルやオバタリアンに人気上昇の

地で､もあります。

へというわけてﾞ（なんて．という訳か

、一判りませんが)，今回は，葉山フ

リー|､の中の雄捕ハーパー分駐隊に

ついて御紹介いたします。

鐙椚港は県’溝の漁船とフ･レー

ジャーポートが混在する港で､す。そ

れも昨H今日そうなったのて､はな

〈，初めから一緒だったのて､す。今

頃，漁港の活性化のために/k産庁あ

たりが漁港にう。レジ､ヤーポートを，

なんていうのは遅いっていうの！

もっとも現在共存共栄という訳て禰は

ありませんが。

もともと，ここは岩陰の小さな船

溜だったところを，堤防で､かこった

ところです。いつからここにﾖｯﾄ

が置かれたかは｣[確には判りません〔

一台時代という人もあれば，大正だ

里いう人もあります。ともかく，逗

子,WEI11あたりに別荘をお持ちの方

がヨットを置いたのが最初でしょうく

一説によると外|正1人であったという

ことで､す。クルーザーらしいクルー

ザーが出現する前には〔6メート

ル〕級のフリートがあったようで，

戦前の幻の東京オリンピックにそな

えてレースをしていたということで

す。最初の大島レースもこの〔6

メートル〕級がここをスタート／

フィニッシュ地にして行なわれたと

いうことです。もちろんNORCが

生まれる前の話で､す。さて話は変

わって終戦後，お定まりの進駐軍の

人々が，あるいは挑発し，あるいは

建造して，さまざまなタイプ･のク

ルーザーをここに置きました。これ

らの人々のうち何人かは11本外洋帆

走協会の前身に参加して，フリート

らしくなったわけです。そして，そ

の人たちが帰I玉lするにつれて日本人

のオーナーが一艇また一挺とふえて

来たという次第て､､す。

つい先頃まてゞ,100番台の前半の

セイルナンバーを持つ（ご承知のよ

うに関東支部は101番から飴まりま

した），〈ヨーヨー＞，〈アルバトロ

ス＞などが浮いていましたが，いま

では一艇もなくなりました。

しかし，古い港だけに艇が変わっ

ても人は変わらず,NORC初期の

メンバーもよく顔を見せています。

と同時に,NORCの公式レースに

出る艇はほとんどなく，年に一度の

大島レースの支援だけが,NORC

とのかかわりというのが現状です。

しかし，それだけに本当に海を楽

しむほのぼのとした雰囲気で楽しい

ヨットライフを送っています。

ハーバーとしては,NORCに

入っている艇も‘そうて､ない艇も一

緒になっていくつかの行事を行なっ

ております。

まず夏の逗子の花火大会にあわせ

てのバーベキュー大会。なにしろこ

の花火は岸壁から数100メー|､ルの

ところで打ちあげられるのて．､すから

見ごたえがあります。この時，始め

のうちは各艇ごとに酒をのんて繰いて

も，そのうち，焼方のうまい肉を求

めて，人を求めてあちこちに移動が

はじまり，ゲストを含めてどこの誰

か判らないくらい楽しい交歓会にな

ります。そして，夏の終りには地元

の子供を招待してのセイリンク､と

パーティ。オジサンも子供に帰って

の盛りあがりです。

つづけて10月の山口杯レース。こ

のレースは，昨年は江の島ウイーク

に合流してしまいましたが，日本

ヨット界の功労者山口氏を記念した

ものです。

これらの行事は，フリートとして

て､はな〈言い出した人が音頭をとっ

て計画し，それに賛同した人が参加

するというようなスタイルをとって

います。

これらの行事の時には是非おいて

下さいといいたいのですが，残念な

ことに港が狭く，ゲストバースもあ

りませんので､艇て､.おいでいただくわ

けにはいきません。おいでになれば

あの官僚的な声て．「そのヨット！港

に入ってはいけません！」というカ

ンゲイをうけることは確実です。

毛

￥

１
１

画
ｂ
▼
１
９
４

夢

4r

晦蝕

4F

一
一

戸輩傘事l

§ミー室
§弧 篭

鯨

；ア吟､ハ
ーごP堅気宝彦

側ジ

この港にはヨットと漁船が同居している



OfFSHORE 20

西洋ヨット事情

#↑fi｡歴史に甦る<DELIEFDE>

東京駅の近くにあるくデ･リーフテうの模型

200年間に606隻も1

今から390年前の1600年4月，大

分県の白汗湾北部の佐志生に漂着し

た220フィートのオランダ帆船くリー

フデ>号。ロッテルタ守ムを出港した

時の110人のクルーの生存者は24名

に過ぎず，想像を絶する非情，過酷

な探検と開拓の航海でした。

その時，大阪城にいた徳川家康が

東インド会社の航海士，ウイリアム

アダムスを引見，事情聴取している

が，彼が按針祭で著名な三浦按針て、

あり，後に幕府の通商顧問として招

かれ，日本橋三越近くの邸宅跡は‘

現在史跡になっています。

オランダ帆船はその後,1609年に

平戸,1641年に長崎の出島に来航，

以来1641～1847年の間に実に606隻

に及び，厳しい鎖国の江戸時代に秘

められた，知られざる友好と交易の

歴史を，先11のオランダ､展のとき，

マッカム焼窯元のフーク氏より直接

教示を受け，感動しました。

日本史には登場しない，長崎の州

ヴァンデスュタット大橋且典（抄録）三木貞守

島で､の交易と共に，蘭学を通じて西

欧文化や芸術，化学や医学の新知識

が伝えられたのて翻す。

NORCのシニア会員の方は,20

年程前に24フィートスルーフ。の登録

艇<LIEFDE>が油壺に浮か

び，また按針祭での伊東港て康，交流

されたと思います。

400年以前の帆船のことを各種資

料て鹸特定することの困難さを，オラ

ンダ、大使館文化部の芦塚さんに学ん

だ後，荒々しいまて’に勇壮な全長2

メートルのモデル<デ・リーフデ>号

の勇姿と対塒したのは，丸の内中通

りのフ･ロムナードてゞした。東京駅南

口，中央郵便局の前を直進150メー

トル，丸ビルと郵便ピル間の反対

側，三菱電機本社ビル拓銀の前の歩

道橋にこのモデルシッフ。があったの

です。

その由来は，オランダ脅王国政府の

代表として，ファン・アット首相が

昭和55年に来Ⅲした時に1J本政府に

寄贈されたものと聞きます。

ジエノバ・ボートショーより

大橋且典ヨーロッパ修業

名古屋大学ヨット部主将を努め，

第1回沖繩～東京レースで優勝した

くチタ111>のヘルムスマン。その後

外洋レースにのめりこんて､､いく。

本職の造船設計は，横山晃氏の事

務所で初歩を学び，その後，「海へ

で､何て．も見てやろう，経験してや〃

う」と雄飛した先が，オランダ簿の誇

るヨットデザイン界の巨匠,E.G

ヴァンデスュタット事務所だった。

1982年沖縄～東京レースのファー

ストホーム艇くエピキュリアン〉（全

長40フィート）は，彼の代表作姑の

ひとつとして高い評価を受けた。

「耐航性のあるオールラウンドな性

能」という設計思想を求め続けた巨

匠の伝統を継承する大橋且典さんは

現在，広範囲な設計活動を続けてい

ます。また，修行の場として，ヨー

ロッパのヨット事情を肌て直接吸収

した大橋さんは，本部計測委員会や

IMS推進のコミッティとしても活

躍中て､す。へ

』■

!
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ジェノバ・ボートショーより

ジェノバボートショー

ジェノバと言えばコロンブス，そ

れとヨーロッパ最大のポートショー

が有名で､す。イタリア北部，ミラノ

やモナコにも近いところがジェノバ
ー､当＝

し．ヲ･

ミラノからはう｡リンチーペ駅て､降

りると，駅前広場にコロンブスの像

が児られ，ローマ方面からはブリニ

ヨーレ駅となり，小ぶりな凱旋門を

横に見て真っ直ぐ海岸へ，ジェノバ

港は大きくはないが何となく，神戸

~P央突堤辺りを連想させる穏やか

′ょ港て､､す。

港口近くのショー会場の構成は，

ヨーロッパ各地のボー|､ショーと異

なり，フローティンク．ショーと館内

ショーの並行展示，特にモーター

ボートが多く。海上には60～100

フィートクラスがずらりと並び，兇

込み客を乗せて港外を試乗させます。

しかし，このジャイアント達はただ

大きいだけてゞ，特別に凝った造りの

ものは以外と少ないのて､､す。

一方，セイルポートはパワーポー

トの路程度と少ないのですが，それ

でもイタリア国内のメーカーに加え

て，ベオ､トー，ジャヌー，デヘラー

等の大所は揃って出展しており，わ

りと景気の良い話が聞かれ，さすが

に客層は厚い感じて､す。

スワンのナウター社へ

氷雨に濡れる10月，ヘルシンキを

経由としてピエタルサリー着。フィ

ンランドの北緯61度のところで､，北

極圏はすぐ･目と鼻の先にあります。

ハンブルグのポートショー会場で､，

これからスワンのナウター社にｲj-<

と話すと，周りのドイツ人達が，あ

そこは寒い、防寒具は大丈夫かと，

真剣に心配してくれました。

空港て､､ナウター社のモニカ嬢のIﾘl

るい笑顔に迎えられホッとしました

が，彼女はアメリカのセイルメー

カーに勤めていたのて’，英語は達

者，造艇にも非情に詳しい美人て．し

た。フィンランドの国民的デザイ

ナーのエイベン・スティルのお嬢さ

んで，子供の時からヨット造りを手

伝っていたそうで､す。

大規模て高級大型ヨットを量産し

ているナウターは，111界広しといえ

どもここだけだと思います。生産総

額で比較すると，フランスのベォ、

トーやジヤヌーには及ばないが，ド

イツのデヘラーと肩を並べています。

ナウター社の場合，普通の量産

of応"0雁

メーカーや大型艇ピルダーとは，工

場の様子が明らかに違い，特に鞭著

なのは内装工事用の工場です。

小型艇の量産ラインて翻は，艇''1体

の背が低いのて．，コンクリート床の

上を、艇とそれをIﾉHむ作業用のう。

ラットフォームが帷んで動いていき
半一程

式ツo

ナウターの工場て､､は，艇自体が大

型て鹸背も高いので，工場の一棟全体

にきっちり収まるフ･ラットフオーム

を作り，デッキから上を出して艇体

を据えるのて､、す。一見2階建て風

で､，上階て叡は内装作業，地下室風の

階ﾄ゙ 附近で､はで､、1，.まわりの工事を

進めていきます。

量産て騨はあっても，高級大型ヨッ

トで､すから，オーナーの注文にはか

なりフレキシブルに対応しているよ

うて､､す。船内配置やデッキアレンジ

メントへのスペシャルオーダ翻－はも

とより，水線~ﾄﾞ部分て’もシヤロー

キールあり，シールキールあり，！|！

には鉛キールの!|'心に大きな窓を空

けて亜吐の調節をしているものまで

あり，驚きで､ありました。

ピエタルサリーは北の街

社員食堂て，，とてもフィンランド

製と思えない程おいしい昼食を戴い

たあと，モニカ嬢の案内で市内観光

となりました。

ここピエタルサリーは，ポスニア

湾を隔て対岸はスウェーデン。人口

1万位の小さい町て．，スウェーデン

人入杣当時の古い木造の家並みが残

る一角は，何の変祇もないペンキ塗

りの掘立て小屋て瞬す。ここで零~ド何

十度の厳冬を過ごすとは聞くだけで

恐ろしい限りです。会話や標識もス

ウェーデン語が一般的なのには驚き

ました。

ピエタルサリーのヨットクラフﾞ

は，割としっかりした造りのクラブ

ハウスがあり，人の気配はなく，空

地に上架されたクルーザーが並んで

いたのが妙に印象的て’した。
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向ナアメリカス･カップ1991に’て基礎技術を作り上げたｸﾙー のﾖ’
トマンとしての躯を広げる目的と次

ボンチレンジの涜動｢ニツヤ」回アメリカズ.ｶｯﾌﾟ･採用艇
ニツボンチヤレンジ海外参戦ジム・プライヤー氏はオールブ「ニユーアメリカズカツプクラス」

ベースキャンプ･のオーフ。ン1周年ラックス及び1987年のニュージーラがこれまで､の12m級ヨットよりパワ

を迎え,.i"ll充実したトレーニンクﾞンドのア杯初挑戦のクルーを体力面フルで敏捷な性格を持っており,I

に励むクルーは、世界のトップ。クラで､作り上げたトレーナーとしての実ORポートの軽快な走I)の中て､ク

スの選手の!|1て､いかに戦うかを問う績を侍っています。ニッポンチャレルーワークを作り_上げるための参戦

ため，世界8大マツチレースのうちンジのトレーナーとしては2度||のとなります。

1989年の第4職オーストラリアカツ米llとなります。
ベースキャンプ。で､の見学はﾌﾟ及び第5戦リバティーカッう。に主

IORの世界でもクルートレーニング[H～土10:00～16:00]催者よりの招待選手として参戦致し

アドミラルズ・カップ参戦自由に,ll',米ます。ます。

但し残念ながらこの時間帯マッチレースは各主催者が世界的IORボートレースの最高l'fとし
は大半海上（三河湾）でのトレ．へレベルにいる選手を抽出し，8～10てヨットマン注目のアドミラルズ．，

チームに対して招待状を発送するシカップ。レース（英国7／23～8/1ーニンク識となっております。
住所愛知県蒲郡市三港町1035ステムがとられています。 l)にニッポンチヤレンジで､は2

（蒲郡駅徒歩5分）今年に入りニッポンチヤレンジでチームを編成し参戦致します。これ
TELO533-67-1148

は，’89年第1戦ホンコンカッフ。（0はすで仁18ケll以上も合宿を続け，
勝7敗)，弟2職コンク毒レッンョナー._.__._.__._._.__,___-,-,-.-.-..-,_‘_‘-,-‘－－‘-,-,-,-.-‘_,_._,--,-,--.-.-.-.-.-.-,--,-__,=._._.‐

ルカツフ。（3勝6敗）と徐々に勝星I第15回オレンジカツプﾚｰｽ成績表
銘’し一入館2レース卵3レース躯4レース

をあげつつあり，大きな期待をかけIM;:qs,fr､名艇繍着蛎得点蔚噸得点箭順得点蔚順得点『"‘総合IYOKO-404352.003253.0021166.003461.20232.2011

ての参戦となります。 i3999EMIYOKO-3311748.001515岨.009279-5012263.60231.1021
i3926HEARTYOKO-38SRI41045．0014847．00181067．5014362,40221.9031

■オーストラリアカップ（豪洲．13412CITY80YXlTon545100445100」01954OG［［65102211041
!3533WIZARDHITWCl/2161144.00221144.0016673.5018658.80220.305i
!3553SWINGFARR-431253.001154.2511757.0021054.00218.2561パース）
i3737FIDELIATAK汁3023i738.0020946.0017575．002085640215．4071

日程5／22－5／28スキツパー12211cALmYoKo-407847“5649po8‘65a50456qoo214508l
13669I，MSORRYYOKO-406649.008748.0061461.507955.20213.709i
!3201SEIMAKOTAKA-30171243.00231837.0019969.00191152.80201.8010i

南波誠他5名。18193600I6144Lool312“50」5125L60＆93.10】】！i6911PUFFMAGICJ-29
i2857HAKUGEIIKE-34PNSPHS4.00131243.0011378.0013757.60182.60121

出場チーム10チーム!385ZBLUESUWSIIIMYOKO-33151540.00181739.001247650213721.60176.1013iク リ ス ・

12333TOGOTAKA-442550.002952.0052151.0063622.80175.8014i
デイクソン(NZ),ロッド.デーI3215DONKYKIHA-428946.00123025､0071855,509144920175.70i5ii3215DONKY

ビス(NZ)｡ピーター.ギ,､モア｜淵鮴轍;:鳥,；謡:‘:‘：淵:,i'i識:1$;:‘‘洲|職WI
(豪洲),エーディー．オーエン(英｜灘撫’γ0K0-3,'”2‘‘9叩，‘認』7m‘’@？，5，，ム鰯，Z“］"釦18｝YOKO-32333520.00374312.0014772.00222042．00146．00191

国)，ラッセル．クーツ(NZ)他．13951101ssoxRo“縦/8”崎‘901‘02‘““，N，､蹄‘o51“！，‘0“』30911i3279SACHI202728．00RETRET6．00151560．00162140．80134．80280134.8029-

｛4097ANX-ll9123718.00102134.0032052.5053524.00128.502&

■リバテイーカツプ（米|卦．ニュー!3607PEMELOPEYR-302」」83700242332O00NFDNF10502316468012630.23i

i3182NENENAKA-295282134)i4615RMBE!YgjiS~~-2623dii592536:5imiNii6:5iZii$<m:iiim66Xi10241ヨーク）i4016ROKUBElY－30S262530002925”OODNFDNFl“02415‘岨.0011850251
!35408AFF!YOKO-3910144100[!2827000NPDNF!050｣!243720[15"0261

日程6／28－7／2スキツパ-12264N恥』-29』92332．00212233“DNFoNド1050172239釦115｣o27i
i3323RYUSElYOKO-31242233.00312926.OODNFDNF10.50281844.40113.9018I

南波誠他4名。 出場8チームi3721FAl職′YoKo-30PMsPus400191045O0DNFDNFl0502919432010270291
!2929ARGONOMTTAXA-2630243LOO4336｣900DNFDNF!050402536.009650301
13020SCARECROwYOKO-32252827.00282629.OODNFDNFlO、50263128.8095.30311
12867TOUME!TAKA-3231292600343520.000NFDNF】05033233840949032！

5月のベースキャンプ･て､､のトレーii203KoRYuYoKo－3032322300323322O01NFDNFlo50322733608910331
'3287FATCATYOKO-43133619.0091342.00DNFDNF10.50104116.8088.30341

ニングは，クリス．デイクソン氏｜溌締剛『γ0K0－31認31，‘伽，02アョ＆”，聯，岬105･‘’鯛’0“‘2“，61J三24PMSPMS4.00261936.00DNFDNFlO、50382634.8085.3035i

(NZ),ロイ．デイクソン氏(NZi"92TRYANGIEIIITEc-a42230250025312400DNFDMFIo502542156075.1037!
i3977MINIZULUZULU-I/8434015.00464114.OODNFONFIO､50452931.207070381

YOKO-409｣3420017322300DNCDNCL50DNCDNCL206770391・クリスの父）他，ニユージーラン｜穏綱スγOXO-4‘，MS剛§‘“『｣‘，"。，孵り岬』0”‘‘，12““5。“ル
ドのクルーを招聰し「ポートスピー|37750CTOPUSSYYOKO-3234342L003539&a00DNFDNF105035401a0065504i;

i3995TAKATORヘYOKO-32374114．00414510.00DNFDNF10．50303227．6062．10421

ドｱｯﾌ･｣をﾃーﾏに実戦ﾏｯﾁを｜瀧鮮職鯖ｿ‘職『!淵雛;%:::;::M;|::::::i;:;:潔淵｜
行い,また同時期にﾆｭージーﾌﾝ｜舗慨剛”『"卿,,麹，2‘,‘,‘‘，”剛,,側,105,,,‘‘””，‘”‘‘！

TAKA-l/8424213．00453718.00DNFDNFlO､50464314．4055．90451

ドのｵーﾙプﾗｯｸｽ(ﾌｯﾄボーI:::;::AN:I9%-'/3:::|:::"!:::IMWM::Mi:|淵澱XI13353MOANAX-79

ﾙﾁーﾑ）ﾄﾚーﾅーのジム･ブラ｜難"k"'ii2;,;:r:,!IMWMM::M:M!1::;;@卿･ル”‘”‘，‘
j-24403817.00RETRET6.00DNFDNF10.5043479.6043.1849i

イヤー氏によるフイジイカル・トI::::II:MoMPI"継協協淵；職:i::::I::N:|:::;:M:|:::I:;:Mi
7．70511

!2689COwBELLJ-24DNCDNCl.00DNCDNCl.00DNCDNC1.50DNCOMCl.2047053i
レーニングも実施します。i3009RAMBLINGROSYOKO-31DNCDNCLOODNCDNCl“DNCONCL50DNCDNCI釦470541

L＝今一一一一一-－－－－－－－-－－一〃ー_一＝－－－－－－－－－－－－－＝ー＝－－－－－－___－－－－－________一－－－－－－－－＝__－－－－－－．－．－－－－－＝_－－．－－－－－－－---------．__』
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I帆走委員長

三宅智久
名

殿《
識瀞 j轆

矛

召5

AY>のフイニツシユ後く海援隊＞

がフィニッシュしてこない，各艇の

帰着申告によると，途中20m程の風

に吹かれたとのことて瞬心配したが，

午l1ijl時30分頃リタイヤし，葉山入

港との連絡が入った。

無事レース終了。コミッティーー

liil安心してフィニッシュ後のパー

ティー会場へ向かった。

今回のレースは風も強く海も悪

かったせいか，リタイヤ艇も多かっ

たが，それ以上に網代崎の東端南側

を通り失格した艇や帰着申告をしな

かったり，遅れた艇等があり，今後

各艇ともこうした基本的なルールは

スタート前に確認の上出艇して欲し

いと思う。

とにかくコミッテイーは久し振り

で､したが，ジャッジの周東氏，フ

リートキャフ°テンの川久保氏の協力

のもと無事務められました。

毎年，この初島ﾘlljlレースは!'l1,j"

艇数が多いのだが，今年も47艇のエ

ントリーとなった。4月1H,Ijilll

よりの雨も上り低気圧も東へ抜け，

絶好のレースH和りとなった。

へスタート海面で､は，南西の7m前

後の良い風が吹き，スタートライン

も全艇1両1時スタートのため長めに汝

定し，準備完了。5分間…1分前と

スタートが近づくにつれ，アウター

マークから各艇きれいに並び，ジ､ヤ

ストスタートとなるかに見えたが，

10秒程早<,相当数がラインを切っ

てしまいゼオ､ラルリコール。残念1

早速，フラグ，フオーンにてゼオ、

リコを宣言するも，アウターマーク

寄りの艇は，入れ込み過ぎか，気が

付かずドンドン行ってしまう。こん

な時は，コミッテイーに機動性があ

れば．…..と嘆くが，ともかく全艇の

戻ってくるのを確認し，25分の遅れ

にて再スタート。二度目は全艇きれ

いにスタート。イ11.し，二度llはラウ

ンド・ザ・エンドルールを通川した

か，このl分前の信号をスタート信

号と|H1違えスタートしたり，リコー

ルの解消方法を知らない艇がいてコ

ミッティーを驚かせた。

ともかく全艇無事スタートし，コ

ミッティーは一段落。しかし，午後

よりりり南西に風が振れ,20m程に吹

き出したため,16:30フイニツンユ

ラインを設定し，侍っていると17:0

0頃より．＜海太朗>,<NINJ

A>がマッチレースの様にファース

トホームを争って，フィニッシュラ

インに突っ込んで来る。激しいデッ

ドヒートの末く海太朗＞が2秒先

着，夕焼けの中の見ごたえのある

トップ。争いて願あった。

その後西南西の強風に乗り各艇が

続々とフィニッシュ。これは早く

レースも終り楽なコミッティーかな

と期待したが21時06分<HOLID

4
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は軽微なりクラス優勝！我 三三
一
一
一

二
一

OSAN>″井上一典<OTSH

て,ない事は今回のレースがよく物

語っている。往路数|Ⅲ|のジプチェン

ジ，，島付近て、の大きな風の振れ，帰

路の豪快なスピンラン等々,40Mの

短いコースに外洋レースのエッセン

スが数多く含まれていた。単純に思

えて複雑，何回やっても同じパター

ンが二度とないこの初島レースへの

興味は尽きない。

なお，この度新設された小網代浮

標は沖からの視認が難しく，我々へ

II11蛎灯を点けた小船を浮標と誤認し

た為，向船と危険水城との位置関係

が不明となり，強風下て．もあり慌て

てジャイブして沖出しするなど一時

的にパニック状態となり，大きくロ

スタイムを出した。沿岸の環境その

ものが変化したわけて､はなぃのて､､，

従来の経験を優先させればなんなく

フイニツシユ出来たと思う。便利な

ものて’も不馴れなうちは，かえって

混乱をきたす典型的な例で､ある。

当初はすべてが順調であった。風

速15～18Kt,No.2ジブて､のスター

|､。ポートタック，クローズリーチ

で初島西端から0.2Mの海上に設定

したポイントへと向かう。初島付近

て､の北振れに術へ，針路をラムライ

ンより若干風上にとりながら中l川点

を過ぎ，しばらくしたあたりから気

温の上昇とともに風が落ち始めNo.1

へとジブチェンジをする。

目前て､はくサエラ>がライトジェノ

アを展開している。史に前方風|､･て、

はりツフ･ル>がゆっくりと進んて誤い

る。多少のうねりはあるものの焚附

な情景て､ある。

このレース展|＃lはスタート前念弧

に置いたいくつかの予想パターンの

一つでもある「いまの風は若干の強

弱を繰り返しながらも夕刻まで続

き，気温の下降とともに再び強くな

るだろう。夜間は吹〈かも知れない

がせいぜい25Ktll:まり，勝負は後半

だ。帰路は今|1IIのキール改造によっ

てもたらされたランニング性能の

アップ。が物を云うはずだ｡』との虫

のいい予測をクルーに伝える。しか

しこの後，海況は一変しレースは思

いがけない方向へと進展した。

島に近づくに従って弱くなること

になっていたはずの風は真西の強風

へと彪変し，以後レース終j'まで落

ちることはなかった。つまl)地型的

変化で､はな〈天気図的変化が大きく

起こったのだ。

以後レースは悪戦苦闘のサバイバ

ルケームの様相を呈し，このなかで

初島へのアプローチに卒のなかった

艇，および帰路スピンランでのトラ

ブルが少なかった艇がそれぞれのク

ラスで上位を占めたのて､､はないかと

思う。

我々も''1小のミスはいくつかあっ

たが大事に致らず幸運であった。初

島レースは“ｲ丁って来い”の単調な

スピードレースなのて驍mil'l<ないと

いう人がいる。しかし，事実がそう

『｡

1‘,ﾛ?‘.,､1‘.!uh.‘､1.,'..,‘‘1.,,1u･'‘ｳﾛ‘,‘･ﾛ''1‘･ﾛ･･ﾛ･'1.ﾛﾛ,qﾛ''11‘‘,M‘･1,‘.h,‘･･1Mq‘･』･･1,..h,‘･･1,,1.,.,.1.,‘.,,｡‘1..h,1，.‘↑‘,h･1，､‘1,ﾛﾛ,‘.,･1"･ﾛ'‘･･1,,‘,,｡‘･1,･‘.h,‘･1.‘h,‘.,･1‘‘･ﾛ‘･'･1,‘.h,‘‘･1h‘･ﾛ.,‘･1h‘"

､､優勝〃は ささやき
へ
、

しようて鮮はありませんか。（｢悪魔の

ささやき｣）

長時間強風と大きなうねりのな

か，ﾌｨﾆｯｼｭﾗｲﾝて頑張られ

たコミッティーの皆様，ご苦労さま

て､､した。また，無所属フリートの艇

をご多忙中にもかかわらず，計測し

てくださいました井上フリートキャ

フ。テンと大河原計測委員，ありがと

うございました。

-l1後の体の痛さに全員「オジサ

ン」を自覚しましたが，「優勝」とい

う言雌がその痛さをスーと心地好く

取り去り，「悪魔のささやき」が「天

使のささやき」に思えました。

<KUVERAII>藤沢武司

加メンバーは，葉山の名艇くゼ・ア

ドラー>から烏本，高橋芳1%I各氏

の強力トリオと菅谷，内藤藤沢の

オリジナル素人トリオで結成され，

強風対策を主とした作戦を立て,1

週間前にKo.1,N0.2を発注してしま

い，暴走族症候群に感染していく自

覚症状を感じました。

時間に制約される我々は，いまま

でクラブレースなど数時間のレース

が精一杯てゞあると思っていました

が，時間をやりくりしエイと飛び

乗ってしまえばどうにかなるものな

のです。CRクラスの皆さん奮っ

て，多くの仲間とCRレースに参加

進水7年目にして,<KUVER

AII>(VEN-30)は初めてNO

RC関東支部レースに出場する事に

なりました。経緯は．JGYRレー

スコミッティー有志の反省会におい

て，浅野レース委員長（前年度卯jj

初烏レースCRクラス優勝艇〈コル

バッチII>スキッパー）の「悪魔の

ささやき」から始まりました。

その時のコミッテイー7名が4艇

(CRクラス3艇に6名）に分かれ

て出場することになり，1月からの

舌戦は凄まじく，吹き飛ばしがその

ままあの強風になったのではと思っ

ている次第です。「今回のレース参

q
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セイル3枚'j砿-で優勝を手中に収めたくO~｢SHOSAN＞チーム

f"ﾛ,ﾛh,‘1ﾛﾛ,ﾛ,q‘ﾛ1,qui･‘･'1"ﾛ,qﾛ･'1.1u,｡"ﾛ1,･"wuql"qﾛ,｡‘1lb‘u4qu･‘10ﾛﾛ,q叩'1.ﾛﾛ,‘･uhl,"uMu･1,.qui･‘u1u.,ﾛ･urqlu,,.‘‘･'1.‘ﾛh,‘qu1,‘ﾛ1h,1‘1,.‘uuM‘1u"ﾛ叩Mfuu,‘･ﾛM1‘ﾛ"q叩h1quh､ﾛ･ﾛ･1.ﾛﾛ,‘‘uhl,qﾛ,,‘qhl..‘ﾛ,.qﾛ1,,.1u､.‘1"叩."ﾛ1,.‘ﾛﾛ"‘

初めてずくしでクルーザークラスに優勝したくKUVERAII＞チームの艇上より
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第 7 火ルポ程=人選写吻筐
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関東ミドルボートオーナーズクラブ '89

middleBoatSemie4句

パ

『
凶
“
■

ー

明
■

一

Ｉ
１'’

鞠

》
〃
咋
丸
参
皇
一

峰
四
一
二
一
雫
Ｉ
嗣
胤
津
一
》

－
１
１

ー

q

I

生

瓢吸

理
:辰圃

“砥‘

h
L

■＝
－

ー

一一一

西 ロ1月汀C

’｢多数のミドルンポートが5月のGWの相模湾に集い，こんだくサマーガール>等の業界艇と，練習量では負けな

過激派(IOR)からそれなり派(CR)までがイン

ショアシリーズを楽しみ，レース後はバーベキューと

ビールで､心ゆくまで，海と人生を語る。」

これが私達のクラブが企画した選手権て緬す。レース内

容は，5戦すべてがトライアンク今ルで構成され，そのう

ち1つを捨てレースとしました。独自な企画として，

ヨット業界の人にお世話にならない艇にはベストアマ賞

を設けました。

初回の話題は，28艇もが参加したこと，小松一憲選手

を迎え％トンヮールドに挑戦するくアプロディーテ>の走

りぶり，期待のくリツフ。ル>，箱守，川島氏で西から攻め

いくシルフィード>，〈サエラ>,<BOY>などのアマ軍団と

の対決，初のCRによる選手権と，楽しみいっぱいなシ

リーズになりました。

第｜戦：5月3日快晴。10時スタート，南西15ノット

の順風,No.1フルメインで28艇がくアフロ>をマークして

走る。右海面をソツなく走ったくインデペンデインス〉と

くクラウン>が2位，3位に入る。トップ･から上、りまて静15

分差の熱戦に終始した。

第2戦：5月3日13時，南西30-38ノットの強風。各

艇No.3～4のワンポンて頓ラインを切る。どちらの海面も

イーブン。ヒールを殺し，波と仲良くし，練習量の豊富
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』

稲
－＝一＝

と海に恵まれるが，息つく暇もなくレースは終了，修正

て．6分差の好勝負でくアフロ>の見事な優勝。

第5戦は北東の強風で中止，ラストに賭けた艇には残

念な結果に終わった。

終わってみればヤッパリ〈アプロディーテ>でした。

28艇も参加して頂き誠にありがとうございました。お

世話になった皆様へのお礼とクラブの主旨は次号で改め

て述べさせて項きます。

一

へ挺が上位をしめる。〈カリブ>とくクラブ>の好走が目立
つ。フリーでのスピンも見れず3レグで､フィニッシュ。

トラブルて．9艇がリタイヤ，〈セレンドピテイ>が帰港中

3名を人命救助する。連休なのに相模湾にヨット見えず。

第3戦：5月4日快晴。2時間の風待ちの後南の超微

風でスタート．しかし，微風のため第1マークで終了，

右海面を伸したく海援隊>が優勝。〈ラハイナ>が好走し，

DSQが5艇もでた。

第4戦：5月4日午後，南の軽風から中風。美しい空

第一回関東ミドルボール選手権成績表

◇IOR-クラス

１
２
３
４
４

一
．
７
９
Ⅲ

２
８
０
３
４

１
１
１

０
１
１
０
１

１
１

I

咀
国
■
■
■
■
■
■
電
■
１
．
．
ｑ

６
７
８
８
０

１
１
１
１
２ Ｔ

ｌ
６
７
４
Ｅ

１
１
ｌ
Ｒ

１
５
７
９
Ｍ

１
１
１
１
０

５
１
９
７
１

１
１

０
９
６
０
１

I
６
４
１
５
１

２
２
２
１
１

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｓ

５
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｎ

ｌ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｏ

７
５
２
６
２

２
２
２
１
１

I

特別賞ｵー ﾙドﾍﾙﾑｽﾏﾝ賞・蒲谷和行ぺｽﾄｺー ｨﾈｲﾄ賞・再見ﾁー ﾑﾌｭｱﾚｲ賞・TRACERﾁー ﾑ遠来賞・SUMMERGIRLﾁー ﾑ

◇クルーザークラス

１
２
３

桜田

加藤

佐藤

1位6．25

24

32

隆
男
昭

忠
文

CR優勝Ｅ８Ｒ
Ⅱ

“
Ⅱ
Ⅲ

Ｃ

Ｎ
Ｓ
Ａ

Ｉ
Ｔ
Ｎ

Ａ
Ａ
ｌ

Ｔ
Ｖ
Ａ

Ｐ
Ｒ
Ⅱ

Ａ
Ｏ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｌ

7．20YAM-30SU

7．32U-32

7．30ESPRlDU

５
０
５

７
０
２

２
２
１

２
１
１

Ｒ
Ｒ
Ｒ

３
３
２

４
０
１

５
５
７
２

８
２
０

１
１
１

l

2

RET

５２６
４
１

2

DSQ

1 ５２

４
０
６

１
２
３

５２６
４
２

○
○

1

順位｜艇名 ｜得点オーナー名アマ R 艇 種 第1 戦 第2戦|第3戦 第4戦 第，戦|合計点|捨戦捨点 賞

２
３
４
５

Ｆ
肥
Ⅱ
梁
Ⅲ E

ME

PTYm

朝河清○

中野昭

小板橋博行○

青山恒昌○

二宮宏光

５
Ｎ
８
Ｎ
Ｓ

３
１
２
１
１

－
３
’
３
３

Ｋ
一
Ｋ
一
一

Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｋ

Ｙ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｏ

Ｙ
Ｙ
Ｙ

２
２
８
７
９

９
６
５
３
４

５
２
１
２
２

２
２
２
２
２

１
３
２
０
３

２
１
１
１

Ｔ

５
３
４
６
Ｅ

ｌ
ｌ
ｌ
Ｒ

Ｃ
Ｃ

２
９
Ｎ
３
Ｎ

ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ 1

ＯＳ
５
７
０

０
１
１
lllf

一
Ｊ
、
妊
・
１
１
Ｆ
Ⅶ
〃
幽
・
Ｉ
九
一

色

4FRODlTA

CAETLA

'リ梨

Ⅲ

f付
、一J，

菅 野道

涌谷和行○

神保和也

沼田尚文○

熱田二士行○

7頁
『写 ４

Ｓ
２
４
Ｒ

ノ
２
３
，
ノ
４

３
３
’
３
３

－
一
Ｋ
一
一

Ｒ
Ｋ
Ｏ
Ｘ
Ⅱ

Ａ
Ｏ
Ｙ
Ａ

Ｆ
Ｙ

Ｙ

６
０
２
７
９

２
９
８
６
１

４
２
２
４
５

２
２
２
２
２

正

9

nF

色･
÷

V‐ ワ目
牟哩

ｏ
ｎ
。 と

３
１
０
０
４

1位25.25

Ｕ
，
４
ｑ
〕
０

基
２
１
ｌ

ｂ
ワ
】
砂
Ｉ
《
、１

強
風
の
た
め

５７８
７
２
２
６

９
８
７
７
６ 4｛

３
０
０
６
０

総合優勝

マ
Ａ
ｕ
吟
担

げ
２
２

ス
マ
マ

ペ
７
．
寺
Ｊ

位
位
位
位

句
乙
ｎ
ｄ
４
Ａ
４

″
″
″
″

緩隊

卜兄

lACER

'ﾃ゙､イペンテfン加．

ⅢDp
K

訓
山
ラ
Ｙ
Ａ

師
肥
ク
帥
詑

NEFUNOREO

SUMMERBIRL

ルージュGIRL

AM1STTADⅡ

SAMOAV

LN

L

トーン

lWNm

井上一典○

大谷正彦○

佐々木義隆○

山田隆

植木正裕

馬谷原宣彦○

馬場益弘

能秀夫

菊地康文○

大石巌

９
８
７
７
７

３
３
３
３
２

Ｓ
３
Ｓ
Ｒ
２

２
３
０
４
３

３
’
３
３
一

一
Ｋ
一
一
Ｋ

Ｋ
Ｏ
Ｍ
肘
Ａ

Ｏ
Ｙ
Ａ
Ａ
Ｔ

Ｙ
Ｙ
Ｙ

３
２
８
６
１

９
１
３
９
８

２
４
２
４
２

２
２
２
２
２

卯
Ⅱ
Ｉ
鮨
訓

一
Ｒ
Ｒ
３
－

Ｋ
Ｏ
Ｏ
ｌ
Ｕ

Ｏ
３
３
Ｍ

Ｙ
一
一
Ａ

Ⅱ
Ⅱ
Ｙ

Ａ
Ａ

Ｙ
Ｙ

８
５
４
８
６

１
８
９
３
８

２
２
２
２
１

２
２
２
２
２

１
９
６
８
３

１

１
２

５
７
０
８
３

１
１
２

Ｃ

２
６
Ｎ
ｌ

ｌ
０
２

1q
▲写 7

永田敬二○

高橋伸博

三宅智久○

平松栄一○

硲俊弘 5

25 ３
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｒ

３
０
１
Ｓ
Ｓ

－
３
３
２
２

Ｌ
－
－
３
３

０
Ｋ
Ｋ
｜
｜

Ⅱ
Ａ
Ｋ
Ｋ

Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｙ
Ｙ

４
３
８
９
９

５
５
０
０
０

４
２
２
３
３

２
２
２
２
２

７
４
５
４
１

ｌ
２

Ｃ

８
２
１
２
Ｎ

１
２
１
０

８
０
１
３
３

ｌ
２
２

Ｔ
Ｔ

８
６
５
Ｅ
Ｅ
Ｒ
Ｒ

1位25.25

1313

818

1412

224

４
５
１
９
３

１
２

ノ
ー
レ
ー
ス

５２２
８
９
６
１

６
５
５
５
５

８
４
５
３
１

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

ｌ
ｌ
４
２
１

'ノ6位・アマ4

位
位

５
６

マ
マ

ア
７

５
０
９
２
３

１
１
１
１

１
３
３
３
３

１

Ｑ
Ｑ

Ｓ
９
７
Ｓ

Ｏ
１
０
DNC：

１
１
２
０
１

ｌ

Ｃ
Ｃ
Ｑ
Ｃ

Ｎ
Ｎ
４
Ｓ
Ｎ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

９
９
８
２
１

４
５
４
５
４

に３

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

３
３
２
１
２

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

３
１
１
３
３

｜
山
Ⅱ
Ⅱ
Ｋ
四
一

ｌ
ｌ
６
８
１

Ｃ
Ｃ
Ｃ ］

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

３
３
１
３
３
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フリートだより

■■■シーボニアフリート■■■

さる4月16日(日)15時30分から，

シーポニアヨットクラブのクラブハ

ウス2階で，フリート役員会と'89

年度第12回関東選手権フリート対抗

チームレースに，フリートから出場

する艇の編成などのミイーテイング

を行った。

シーポニアフリートは62年，63年

度の2年連続でフリート対抗チーム

レースに優勝している。3年連続し

てチーム優勝することを目ざして，

出席者全員て熱心な討議が行われた。

その結果，平成元年の関東選手権に

当フリートから出場する艇と編成は

次のとおりとなった。

Aチームー<ハーフタイム，〈

シルフィード>，〈アプロディーテ〉

Bチームー<インディペンデン

ス〉，〈エスメラルダ>，〈ラビアン

ローズ〉

過去2年連続優勝したときの当フ

リートのチーム編成は，62年度優勝

チームー<ハーフタイム〉，〈マテ

ンロウ>，〈ボーイ〉，また63年度優

勝チームー<シルフィード>，〈マ

フリートキヤプテン平野喜美夫

テンロウ>，〈スーパーウィッチII>
であった。

シーポニアフリートの誕生は，昭

和38年にシーポニアが誕生してから

て禰あり，25年近くの歴史がある。

現在のシーポニアには，約200艇

のクルーザーがあり,NORCの登

録艇は平成元年3月現在で50数艇。

NORC正会員は168名である。

シーポニアフリートの特別会員に

は,NORCの副会長て鹸ある大儀見

薫氏（<シレナ>のオーナー)，アメ

リカス・カップ。ニッポンチャレンジ

1991委員会会長でNORC理事の山

崎達光氏（<スーパーサンバード>の

オーナー)，同じく理事で海事思想

普及委員長の朝河清氏（<ハーフタ

イム>のオーナー)，顧問団議長平松

栄一氏（<インディペンデンス〉の

オーナー)，シーポニアヨットクラ

ブ理事長で，上守ツク舎ポートの松田栄

夫氏（〈ピッグアッフ･ル〉のオー

ナー）らがいる。

また，〈ロシナンテ〉（大口眞司

オーナー)，〈ケイセブン〉（栗林定

友オーナー）やく'シルフィード〉（蒲

谷和行オーナー）らの活躍も目立つ。

’89年度のシーポニアフリートで

は，フリート予算て､マークブイを購

入して，毎月l～2回，レースのた

めの練習に，何杯かの艇が参加して

いる。

また，毎月第1日曜日に，シーポ
ヘ

ニアにある艇の有志に呼びかけ,“

んびりレース"が行われており，当

フリートからはフリートキャフ｡テン

杯を寄贈し，レース志向艇にとっ

て，レースへの参加機会がより多く

なるよう期待している。

’89年度シーポニアフリート代議

員などの役員は次の構成である。

平野喜美夫（代議員・フリートキャ

フ･テン）

蒲谷和行（バイスキャフ｡テン）

菅野道（代議員・帆走委員長）

服部一良（クルーザーレーティン

ク､委員長）

河口秀夫（クルーザーレーテイン

グ計測委員長）

仁藤勝朗（安全委員長）
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(代議員）

（ 〃 ）

（〃）

勝済

慶一

英卿

藤山

岩瀬

周東

大儀見

戸田

田中

薫
宏
淳

村本

多門

北村

ｊ
ｊ
ｊ

ｉ
ｌ

男
信
彦

信
勝

Ｉ
く
く

ｊ
ｊ
ｊ

″
″
″

″
″
″

Ｆ
二
Ｆ

tシーボニアフリート役員の面々・
写真中央がキャプテンの平野氏。

ヰシーボニアヨットハーバーとレ

ストラン（4）

シーボニア概要

①
③
④
⑤
⑥
⑦

場所神奈川県三浦市三崎町小網代1286

運営主体（株）朝日海洋シーポニア事業所

開設年月昭和38年

施設規模陸域51,450m',水域8,890m2,計60,340m'
収容能力陸上保管350隻，水面保管70隻，計420隻

収容隻数(S62.8時点）

ディンギーヨットクルーザーヨットモーターポート その他計

(陸置）16 4(）336隻
、
／
“

Ｆ
「
Ｊ

『
１
ユ 128

(水面係留)0 369隻57 9

／ニーL1戸

)1 6（同’ 43405隻209 137

他にラック45隻計405+45=450隻



30OFFSHORE

NORC認定会員代理店一覧

ORC■■
険ヂｽｸより

RCN|
住所 TEL・FAX

T§03-586-6297

F:03-584-6203

T:045-503-5377

F:045-503-1406

T:0428-31-5894

名称・会員名

団体ヨット保険海外
保 よク 東京都港区赤坂3－1－2

AIC赤坂ビル

㈱石川保険事務所

石川昇
クルーズ契約のご案内

横浜市鶴見区市場大和町4－l

仙台屋ビル

オフィス･マリン

ニ階堂隆
｢海外ヨット保険」の契約はお早目に

日本国内を対象にした「NORCヨット保険」のご案

内中，海外も対象とするヨット保険への問い合わせや要

望を多数の会員から直接お伺いし,｢NORC海外ヨッ

ト保険」の企画に拍車がかかり，何とかオークランドー

福岡「ヤマハカッフ°」に間に合わせることがで､きました‘

契約第1号はくセカンドグランス＞で､，2月末クルー

がニュージーランドへIl｣,l五I前にその保険契約の一切を保

険デスクに任せて出発され，保険料算出に必要なレポー

トがその後次々と決定するというドロナワで，その都度

ニュージーランドと連絡をとりながら内容を確定してい

ぎヰlナ諺
ご小 レ ノ , －0

参考までに，本ケースの料率は年間14%,船体’千万

円で､保険料は41万4000円となっておI)ます。

また，この保険は船舶保険のために，クルーの傷害は

海外旅行傷害保険を併せてご契約いただき，国内のNO

RCヨット保険と同等の内容にしてスタートいたしまし

た。

「ヒロシマカツフ。'89｣，「'89日本海国際レース」等の海

外レース参加艇は，ぜひお問い合わせください。お引受

けには，ボトムを含むコンディション，サーベイの受検

等諸資料が必要なため早目に保険デスク宛ご一報を。

青梅市新町848

新町台マンション107

青梅代理店

根岸径樹
L

東京都港区赤坂3－1－2

AIC赤坂ビ､ル

03-586-4411

03-583-2696

03-583-0783

03-584-6269

03-586-3511

03-586-6528

045-253-29171
コ＝

045-261-2911

045－503-1601

045-503-1406

06-911-2017

06-911-1649

0542-81-3928

0542-83-1316

03-405-8269

Ｔ
ｌ
Ｆ
ｌ
Ｔ
ｌ
Ｆ
ｌ
Ｔ
ｌ
Ｆ
ｌ
Ｔ
ｌ
Ｆ
｜
Ｔ
ｌ
Ｆ
ｌ
Ｔ
ｌ
Ｆ
ｌ
Ｔ
Ｆ
ｌ
Ｔ

㈱ビ.－アイエー

秋岡康夫

東京都港区赤坂3－1－2

AIC赤坂ビル

㈲T・A・代理店

酒井直樹

東京都港区赤坂3－1－2

AIC赤坂ビル

㈱太陽保険事務所

山口憲二

横浜市中区長者町9－175㈱横浜マリンサービス

飯山浩司

横浜市鶴見区市場大和町4－l

仙台屋ビル202

㈱オフィス，ギンザ

竹内誠

大阪市鶴見区浜2－4－47笹岡損害保険サービス

笹岡耕平

静岡市石田3－15－5保険のカトー

加藤幸雄

鎌倉市由比ヶ浜2－17－22T、I．C

田中斎英

悟田市飽崎6－80－14 T：0569-28-2340KATO

加藤繁雄
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佐藤克則

半田市吉田町4－108－1鈴木総合保険嚇務所

鈴木幹夫
NORC保険デスク団体窓口

東京都千代田区神田錦町1－9天理ビルフリーダ.イヤル
東南興産株式会社東京営業所内FAX

広島市中区富士見町2－9

マリンショップノア内

知久事務所
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■新登録艇のご紹介

40581NFINI沼津フリートY

OK29(8．80×7.00×2.90×1.70)

オーナー／水沼昇（代表）艇名

の由来／フランス語てﾞ“アンフィ

ニィ”と読み，無限，終わりのな

い，永遠という意味から，無限の可

能性を秘めた艇で､あることを暗示し

ている。抱負/NOR Cの各種

レースおよび催しに積極的に参加

し，沼津に‘‘アンフイニイ，，有りと

誇れるグループ。になることが目的てﾞ

す。

マウスがいる。日本には“みずねず

み”がいる。いま，東京の‘‘みずへ
ずみ”は，レースにクルージングに

と出航します。

3714風神丸東京湾マリーナY

OK30(8.99×7.30×3.26×1.75)

オーナー／高橋真明艇明の由来

／読みやすく覚えやすい名前という

条件て､､考えたすえ，ヨットは風で走

り，風の神様に守ってもらえば安全

と思い．この名前をつけました。抱

負／レースに出来るだけ多く参加し

-ア1，当ナ〉1，
L･巴ごノー岨O

3889みずねずみ木史獺Y3()S

T(8.97×7．34×3．18×1.75)オー

ナー／重松良周艇名の由来／アメ

リカにはミッキーマウスやマイティ

今月の表紙：関西のヨットマンか

。常に会して競いあうビッグイベン

|､がオレンジ･カップ・・今年も50余笠

が参加して5月311から開佛された。

写真は、戦い-すんで､ハーバーにﾘ''1．る

サン|､ビア･マリーナ沖のレース艇。

（搬影〆オフショア綿集部）

発行祉旧1法人日本外洋帆走協会
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地,禍・蝿京03(504)1911～3〒105
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東京浦上火災保険株式会社

住友海上火災保険株式会社

お問合せ先：会員代理店またはNORC保険デスク(フリーダイヤル0120-024-410)
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●Y~R"Jは基承壮様をベースに､お客様の二要望により､仕様の変更､年
ﾚｰﾃｨﾝダが策也･どをお打合せのうえ建造いたしま戎 7

●恩.ぉ.シリーズ理Ⅸ外のご相談もお受けいたしま苗 ）l

＊ケブラー,iは.米国天ヱポン社のアラミト繊維の、：＝

好条件を揃えすぎることはない。ここ

’ １
１
１

|’

１
１
１| H■

有能なクルー､経験豊かなスキッパー､そして幸運。レースに勝利をおさめるためには
一
種
郵
便
物
認
可

ための条件を結晶させたクルーザーがある。Y-R3011。長く狭い水線面形状とシャープなエントランスアングル､大きなセイルエIノヌ水槽
テストにより抵抗を最小限におさえた新形状キールが切れ味のいい走りを生み出すもさらに､幅広のビームとクルーによるスタビリティの向上、

クルーワークがしやすい広いコクピットと､エクステリアも走りを最優先｡ブレーニングボードも標準装備｡ハル構造はバルーンマット仕様､GRPサ

ンドイッチ仕様、ケブラーRサンドイッチ仕様の3タイプ°から選べる。勝利を目指して､限界に挑戦し続ける男達におくる､生粋のレーサーだ。

ノ

．

〃

謬鈩

三

窓～‐

4ノ
「

ダ
『

4

-4
一

、
｛
、
一
墨

一
一
一
一
一
一
一
章
塚
砺
一
一
↑
《
》
《

ノ

ﾜｨ
ノ

罰
皇、

４
４

一
一

、q弔華

．≦

超¥〆一二～

…
_~~

三蕊 ざ

鋤
蕊
『
一

》

一
一
一
一蝿 、

や
。

巳
型
４

回

は
○
６
《
・
》
▽

蕊蕩簿 ○

頃

凸

令 垂

･・･幸:pc'･ざ
■

q

ぷ －
．－鐘

品
ー ーや勘

fIHGOOIMAHIN【Ⅲ[!安全がマリンスポーツの基本です。
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撫IIJRIC..lS(7L'PI99Iアメリカ杯1991を応援していま魂

■天気予報を確認じて､無理のないセイリングを.■法規やマナーを守りましょう｡■立入禁止水域や船舶航行の頻繁な水域は
避けましょう｡■点検･整備を忘れずに｡■乗船前に､免許と法定備品の確認を｡■漁業者に迷惑をかけないようにしましょう。
●カタログこ'希望の方は､艇名･雑誌名を明記のうえ､宣伝課まで心●ヤマハ発動機株式会社〒438静岡県磐田市新貝2500
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